
氏名 東野治之

大学院博士後期課程
担当科目

・史料学特殊研究

通信教育部担当科目 ・史料学概論

実物資料との接触を重視し、逐次現地現場での指導を実施。

日本学士院会員　　東京国立博物館客員研究員　　奈良県立橿原考古学研究所指導研究員
奈良県文化財保護審議会会長　　大阪市文化財保護審議会委員　　(財)山口文化会館 滴翠美術
館館長　木簡学会・東方学会評議員

　【研究上の特記事項】

　【学内活動】

東京大学博士（文学）（論文博第11206号）

日本古代文化史

最終学歴

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

東京国立博物館の客員研究員として、同館所蔵の法隆寺献納宝物の調査に従事。

平　成　2７　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

史学会　　木簡学会　　美術史学会　　和漢比較文学会　　続日本紀研究会　　大阪歴史学会
万葉学会　　東方学会

木簡・金石文等の古代文字史料　　東アジア交流史　　奈良の寺院史

学部担当科目

大阪市立大学大学院　文学研究科　修士課程　修了

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・文化財史料学演習
・史料学特殊研究

授業科目



単著

共著

単著

同

単著 平成28年3月

東京国立博物館

武田科学振興財団平成27年10月

平成28年3月

『文化財学報』34集

科学研究費補助金基
盤研究Ａ「仁寿舎利塔
の信仰と荘厳に関する
総合的調査研究」報告
書

法隆寺に伝わり現在は東博に蔵される
鎌倉時代の著者自筆本を翻刻したもの
で、上下2冊本の上巻裏書を収録する。
他の調査員の協力のもと、主として事に
当たった。

平成28年3月

平成２8年3月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

7世紀後半を、唐文化の特色ある受容期
として評価し、もっぱら美術史で用いら
れてきた白鳳時代の称呼を、古代史全
般に適用すべきことを論じた。

聖徳太子が拳内に仏舎利を握って誕生
し2歳の時、それが現れたとする伝承は
古来有名で、それを造形化した彫刻も
珍しくないが、この伝承が平安後期に法
隆寺に定着し、太子が中国の高僧恵思
の後身であるとする伝説とも関わることを
論じた。

（学術論文）

（著書）

①『皇帝がみた博物図鑑ー本草
品彙精要の世界ー』

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

③

唐招提寺編『鑑真大和
上1250年御諱記念講
演会講演録』

唐招提寺の開山忌に行った講演を起こ
したもので、国宝の鑑真像の複製が完
成したのにちなみ、国宝像の日中文化
における意義について述べた。

①白鳳時代論

②聖徳太子南無仏舎利伝承の
成立

当該財団運営する杏雨書屋における秋
季特別展示会の図録として編集したもの
で、展示のテーマとなった『『本草品彙精
要』についての概観と図版解説を執筆し
た。

③

（学会発表）

②）『古今目録抄』２

①鑑真和上の御影

③

（その他）

②

②

①

③


